
                地域密着型金融の取組事例（平成 26年度） 

  

 

農山村漁村等地域の活性化のための融資をはじめとする支援 

 

タイトル 平成 26年度緊急農業経営安定対策資金   ＪＡ名 新潟県信連（新潟県） 

 

１ 動機 

（経緯） 

米の大幅な需給緩和を背景とした平成２６年産米価格の下落および台風１１号

による白穂等に起因する減収に伴い、農業経営に大きな影響を受ける農業者に対

して、必要な資金を融通することにより、経営の安定に資することを目的として

創設いたしました。 

２ 概要 ①取扱窓口   県内ＪＡ 

 ②融資対象者  農業者 

 ③資金使途   平成 26 年産米仮渡金単価の引き下げおよび台風 11 号に起因

する白穂被害等に伴い資金繰り上必要となる資金  

④融資条件  ○融資限度額  個人：500万円 法人：2,000万円 

         ○融資期間   （短期）1年以内 

                （長期）5年以内（うち据置期間 1年以内） 

        ○融資利率（標準 ）1年以内    年 1.85％ 

                      1年超 3年以内 年 2.675％ 

                     3年超 5年以内 年 2.875％ 

⑤利子補給  ○利子補給率    年 1.00％（融資後 2年間） 

       ○利子補給後の融資利率（標準） 

1年以内    年 0.85％ 

                1 年超 3年以内 年 1.675％（当初 2年間） 

                3 年超 5年以内 年 1.875％（当初 2年間） 

○利子補給機関  ＪＡバンク新潟県信連、ＪＡ新潟厚生連 

ＪＡ全農にいがた、ＪＡ共済連新潟 

○取扱限度額   20億円 

３ 成果 

（効果） 

実行実績は県下合計で、920 件・960百万円。 

４ 今後の

予定（課題） 

今後も同様な被害が発生した場合には、災害資金等の創設を行い農業者の方々

を支援していきます。 

 

 


